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大学図書館を取り巻く環境は大変に厳しいものになりつつある。例えば「現在，我が国の大

学図書館は，大学を取り巻く社会の高度情報化の中で，大学における教育目的の多様化と研究

活動に対する社会的要請の変化と高度化に対するため，その機能を拡充し，高機能化，効率化

を図る必要に迫られている。また，大学全体の管理運営費が削減される状況の中で，人件費も

含めた大学図書館運営費も例外ではなく，非常に厳しい状況にある」と科学技術・学術審議会

の作業部会１）においても指摘されている。また国立大学における「市場化テスト」の波は大学

図書館に及び，国立大学においても全面委託によって運営される図書館が出現した。言うまで

もなく私立大学図書館における図書館業務全面委託化は今や特別なものではなくなりつつある。

「支援」しかしない職種は大学にとって必要不可欠なものとは見なされない時代が到来しつつ

あるといってよいであろう。 
河西は「『情報化に対応しない図書館』や『学習に役立つ図書館』を明示的に指向しない大学

図書館は，大学にとって単なる巨大書庫という不良債権になりかねない」２）と記し，コレクシ

ョンがあるというだけでは図書館の意義はもはや全くないことを示している。 
このような大学図書館に対する見解は，別に日本においてのみ見られる訳ではない。米国で

長年大学運営に関わってきたDavid Schulenburgerは「大学のなかで『場所としての図書館が
必要である』と言っているのは図書館員くらいのものである」と 2009年 3月に著者に語って
いる。またカリフォルニア大学の石松は 「アメリカの大学では，ライブラリアンという職種が
絶滅しようとしている」３）と述べており，これまで日本の多くの図書館関係者が理想としてき

た，米国の大学図書館，あるいは図書館員のシステムに「黄昏」が訪れているように思われる。 
これらの言説は，すでに確立された組織あるいは職種と考えられていたものであっても時代

の変化によってその存在意義が問われなおされることがあるというごく当たり前の現象が，図

書館あるいは図書館員にも押し寄せているということを示しているにすぎない。しかしながら

ここで留意しなければならないのは，記録された知識を，時代を超えて保存し，利用可能にす

るという図書館の普遍的かつ本質的な機能やそれを支える図書館員的な機能が不要になってい

るということではないという点である。今日，このような機能は，情報通信技術の持つ利便性

の陰に隠れて不当に軽視されているようにも思われる。そのような状況にあって本質を守って

いくためには，単にその機能の意義，あるいは普遍性を述べるだけではなく，時代の変化に合

わせて外見を変えながらも本質を維持するしたたかさが求められる。大学図書館あるいは大学

図書館員にとっては，現代の大学あるいは高等教育にとって必要な機能を提供しなければその

存在意義を主張することはできない。「時代に即した新しい機能を開拓しつつ，その普遍的な機

能を維持し続ける」ことが重要である。 
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この講義では，このような背景を理解した上で，以下のような観点から大学図書館員の問題

を論じることを試みる。 
 
１．大学図書館員には何がもとめられているのか 
国立大学でも図書館は市場化テストにさらされようとしているが、そのような環境のもとで

の大学図書館職員には何がもとめられているのか。またアウトソーシングは、大学図書館（員）

に何をもたらそうとしているのか。もし、大学図書館の将来が教育機能にあるとしたら、アウ

トソーシングの先に見えてくるのはなにか。真の専門職への道か、それとも大学崩壊への道か。 
 
２．主題専門職的大学図書館員は万能か 
戦後日本の高等教育改革においては、アメリカがモデルとしてさまざまな変革がなされたが、

日本の大学図書館員については、それが実現してはいない。また同時に、アメリカ型の図書館

員養成を理想と考える人は多い。教育機能を強化した大学図書館を考えた場合、あるいは今日

のような情報通信技術に依存する図書館を考えた場合、図書館員を構成するのは、アメリカ型

の専門職図書館員＝主題専門職だけでよいのか。またアメリカ型の図書館員養成／職員モデル

は真にグルーバル・スタンダードと言えるのであろうか。 
 
３．パブリックサービスとテクニカルサービスという組織は今日の大学図書館にふさわしいの

か 
多くの大学図書館で、パブリックサービスとテクニカルサービスという観点から組織の構築

が行われているが、これはこれからの大学図書館の役割の実現、あるいは新しい役割を担おう

としている大学図書館員を組織する形態として相応しいものと言えるのか。もし相応しくない

のであれば、どのような組織形態が望ましいのか。 
 
４．「図書館員の変革はすなわち図書館の変革である」という意識の下で図書館（員）はどのよ

うに変わるべきであるのか 
大学図書館員と教育の接点は、これまでは「情報リテラシー教育」にあったが、情報リテラ

シー教育はまだ必要なのであろうか。その場合図書館員は「教員」にならなくてよいのだろう

か。 
 
５．「ラーニング・コモンズ」を超えて大学図書館員ができること 
教育機能の強化といえば、多くの関係者がアメリカで多く見られる「ラーニング・コモンズ」

を思い浮かべるであろう。しかし、「ラーニング・コモンズ」は単なる「コモンズ」（共有地）

なのだろうか。情報通信機器を配置し、アクティブ・ラーニングのための空間を整備すること

は「ラーニング・コモンズ」の第１歩ではあるが、それが目的なのではないはずである。その

ことが本当に理解されているであろうか。「ラーニング・コモンズ」を外面だけを借りてきたも
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のではなくするには何が必要なのか。そこで図書館職員は何をすべきなのか。 
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